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手順１ ＡＩを検索（google Geminiの場合） 2



手順２ Ｇｅｍｉｎｉを開く 3



手順３ 登録申請書を開く 4



手順４ 登録申請書の【作成支援】ＡＩプロンプトシートを開く 5

クリック



手順５ プロンプトのセルを右クリックでコピー 6



手順６ Ｇｅｍｉｎｉに張り付けて 送信 7



手順７ ステップ１ 事業内容 8



手順８ ステップ２ 組織の強み 9



手順９ ステップ３ 地域で担う役割 10



手順１０ ステップ４ 目指す未来像 11



手順１１ ステップ５ 本業で生かす知識・技術・経験 12



手順１２ ステップ６ 社会貢献活動 13



手順１３ ステップ７ 地域課題の提示と選択 14



手順１３ ステップ８ 取組案の提示 15



手順１４ ステップ９ 文章の条件 16



手順１５ ＳＤＧｓ取組方針・ＫＰＩの参考例 17



ＴＩＰＳ こんなこともできるようです 18

〇ＡＩなので、実行するたびに設問も若干変わります。

〇わからないステップでは、そのままＡＩに聞くこともできます。

プロンプトの例「ちょっとよくわからないので、事例を踏まえて教えて」

〇こんなプロンプトも有効でした

「ステップ１０まで答えるの大変なので、４つぐらいにして」

「こんなことまでして、登録するメリットあるのかな？」

→ＡＩが答えるメリット、割と存在しないので注意してください。



プロンプト文の例 どんなときにつかうか

この質問の意図を、もっとやさしく説明して。 AIの質問内容が難しいとき、目的を理解しやすく説明してくれる。

答え方の例を３つ教えて。 どのように回答すれば良いか迷ったときに、具体例を提示してくれる。

回答を短くまとめて。 長い文章の要点を短く整理したいときに便利。

今の内容を整理して、要点だけにして。 自分の回答をスッキリまとめたい場合に役立つ。

この質問に対して、他の選択肢も示して。 複数の答え方を比較したいときに使える。

不自然な表現があれば直して。 文章の違和感や言い回しを自然に修正してくれる。

行政文書向けの文体に整えて。 市役所に提出する文章として適した文体に整えてくれる。

専門用語を減らして、一般向けに書き換えて。 市民向け説明としてわかりやすく調整できる。

（業種名）に合う事例に置き換えて説明して。 自身の業種に合わせた例に変換してくれる。

文章のつながりを良くして読みやすくして。 全体の流れが自然になるよう文章を整えてくれる。

もっとSDGsっぽい表現にして。 SDGs文脈に寄せた表現に仕上げてくれる。

私の回答が足りない部分があれば補足して。 説明不足の部分をAIが補って文章を完成させてくれる。

ＴＩＰＳ プロンプトの例 19
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